
 財務情報
●歳出 （千円）

※人件費は理論値です。   ※千円未満は四捨五入しています。

●職員数 （人）

●歳入 （千円）

※千円未満は四捨五入しています。

○

※

借地の有無 無 428.74 ㎡
延床面積

（専有面積）

延床面積あたり 1人あたり

区 分

0.000.00

0.00

令和5年度

実数

令和5年度

正規職員

任期付職員

再任用職員

凡
例

値値

0 0

令和4年度令和3年度

 供給情報

0その他

実数

0

0歳入合計 0

令和3年度 令和4年度

0 0

㎡

建物管理委託費

燃料代

43,849

2,129

歳出合計

電気代 2,558

修繕費 605 1,612

59

0

45,969

77

敷 地 面 積

51

防災活動拠点 指定なし

2,321

ガス代

上水道代・下水道代

下水道法第３条第１項

区 分

― 複合施設の延床面積 ― ㎡

0.00 0.00

0

0 0

39,312

0

0

36,678

0

0.00

0

指定管理料 0

事業費 0

自然流下を原則としているが、極端な逆勾配地形で自然流下による集水が困難な為、ポンプ施設による圧送とした。

単独 駐車可能台数 7

小林北小学校

運営形態 その他

所 在 地

大 分 類 下水道施設

小林3293-2

下水道課

下水道施設

施設カルテ（現況用）
施 設 番 号 基準日 令和06年3月31日

 施設基本情報

（円/人）

令和5年度令和3年度 令和4年度
（円/㎡） 【歳出の推移】

中 分 類

単独複合区分

小 学 校 区 中 学 校 区 小林中学校

992.72

台

目的外使用 なし

所 管 課

施 設 名 小林中継ポンプ場

設置目的

48,711

51

71

0 0

61

39,763

設置根拠
（設置条例等）

施 設 概 要 事務室、電気室、発電機室、電動機室、ポンプ設備、その他

建 物 解 体
等 の 制 限

制限あり（補助金）

42

（円/人）（円/㎡）

246 250施設の運営に係る経費その他 229

その他職員（円）

0.00

0.00 0.00

人件費 0

【歳入の推移】

0 0

0.00 0.00 0.00

0

使用料・手数料

区 分

0

値 実数

0

補助金・負担金

単位

0

0 0内
　
訳

目的外使用料

財産貸付料 0

0

1人あたり

【グラフ対象区分の推移】

用途平均

（）

当該施設0 0

※○

対
象

延床面積あたり

凡例

225

複合施設名

使用料・賃料

内

訳

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度



 建物(棟）基本情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

鉄骨造 －

階数

新耐震基準

地上 地下

－

新耐震基準

施 設 番 号

ポンプ室 1980 15.00 15.00

新耐震基準1 2

令和06年3月31日基準日

 施設基本情報

小林3293-2

新耐震基準－2

ポンプ室 1981 413.74 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ413.74

小林中継ポンプ場

建物名 建築年度
耐震
診断

延床面積
（㎡）

所　在　地

ID
専有面積
（㎡）

構造

建物基本情報

耐震
補強

大規模
改修年度

施　設　名

225



 施設性能調査結果

Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ環境

Ⅴ機能

※内容項目について「該当しない（対象外等）場合」または「不明の場合」は、回答が「-」となります。

未導入

-

3

1

1

2

3

1

3

3

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が有る。又は、耐震改修する必要がない。

新耐震基準に基づく建物である。
2

6

消防用設備等・特殊消防用設備等点検・報告は実施していますか？また指摘事項は改善し
ていますか？

冷暖房

支障はあるが、軽微なもの

3

耐震性能

安全管理

7

特殊建築物定期点検報告は実施していますか？また、指摘事項は改善していますか？

5

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。1

2
3

1
2
3

指摘なし、又は対応済

2

平成2年度以降に更新工事を行っていない又は平成元年度以前に更新工事を行っている。
平成2年度以降に竣工、又は更新を実施しているが、漏水や赤水、詰まり、水圧不足等が生じている。

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。

防災管理

回 答

令和06年3月31日施 設 番 号

平成2年度以降に竣工、又は更新を実施しており、問題が無い。

施設性能調査結果
基準日

分 類 番 号

所　在　地

 施設基本情報

小林中継ポンプ場施　設　名

3

4

1

1

支障なし

建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

1

支障あり
2

冷暖房設備に支障はありますか？

給排水

内 容

小林3293-2

一部対応済
全て対応済

環境保全

平成17年度以降に竣工、又は修繕を実施しているが、目視で確認できる劣化（ヒビ割れ・タイル浮きなど）がある。

建物の外壁修繕（外壁の塗り替え・張り替え等）は行っていますか？

建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

平成17年度以降に修繕を行っていない。又は、平成16年度以前に修繕を行っている。

2
3 平成17年度以降に竣工、又は修繕を実施しており、外壁に問題は無い。

建物の外壁

1 1

建物の屋根・屋上

2

3

平成2年度以降に竣工、又は防水工事を実施しているが、雨漏りや目視で確認できる劣化（防水層の破損など）がある。

平成2年度以降に竣工、又は防水工事を実施しており屋根・屋上に問題は無い。

1
2

指摘なし、又は対応済

建物は耐震性を有していますか？

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が無い。

8 1
2
3

1

1

-

検討中
導入済

バリアフリー（誘導ブロック、手すり、スロープの設置等）への対応ができていますか？

環境負荷低減のための省エネルギー設備を導入していますか？

バリアフリー

225

9

平成2年度以降に防水工事を行っていない。又は、平成元年度以前に防水工事を行っている。

2
3

未対応



 施設特記事項

所　在　地 小林3293-2

特記事項
基準日 令和06年3月31日225施 設 番 号

 施設基本情報
施　設　名 小林中継ポンプ場



 財務情報
●歳出 （千円）

※人件費は理論値です。   ※千円未満は四捨五入しています。

●職員数 （人）

●歳入 （千円）

※千円未満は四捨五入しています。

○

※

借地の有無 無 203.58 ㎡
延床面積

（専有面積）

延床面積あたり 1人あたり

区 分

0.000.00

0.00

令和5年度

実数

令和5年度

正規職員

任期付職員

再任用職員

凡
例

値値

0 0

令和4年度令和3年度

 供給情報

0その他

実数

0

0歳入合計 0

令和3年度 令和4年度

0 0

㎡

建物管理委託費

燃料代

8,154

707

歳出合計

電気代 806

修繕費 3,069 424

0

0

9,670

0

敷 地 面 積

0

防災活動拠点 指定なし

724

ガス代

上水道代・下水道代

下水道法第３条第１項

区 分

― 複合施設の延床面積 ― ㎡

0.00 0.00

0

0 0

6,794

0

0

6,207

0

0.00

0

指定管理料 0

事業費 0

自然流下を原則としているが、極端な逆勾配地形で自然流下による集水が困難な為、ポンプ施設による圧送とした。

単独 駐車可能台数 0

小林小学校

運営形態 その他

所 在 地

大 分 類 下水道施設

小林大門下一丁目1-6

下水道課

下水道施設

施設カルテ（現況用）
施 設 番 号 基準日 令和06年3月31日

 施設基本情報

（円/人）

令和5年度令和3年度 令和4年度
（円/㎡） 【歳出の推移】

中 分 類

単独複合区分

小 学 校 区 中 学 校 区 小林中学校

227.17

台

目的外使用 なし

所 管 課

施 設 名 大門下中継ポンプ場

設置目的

10,525

0

0

0 0

0

10,114

設置根拠
（設置条例等）

施 設 概 要 管理室、脱臭機室、自家発室、沈砂池機械室、ポンプ設備、その他

建 物 解 体
等 の 制 限

特になし

0

（円/人）（円/㎡）

131 131施設の運営に係る経費その他 131

その他職員（円）

0.00

0.00 0.00

人件費 0

【歳入の推移】

0 0

0.00 0.00 0.00

0

使用料・手数料

区 分

0

値 実数

0

補助金・負担金

単位

0

0 0内
　
訳

目的外使用料

財産貸付料 0

0

1人あたり

【グラフ対象区分の推移】

用途平均

（）

当該施設0 0

※○

対
象

延床面積あたり

凡例

226

複合施設名

使用料・賃料

内

訳

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度



 建物(棟）基本情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

階数

新耐震基準

地上 地下

－

施 設 番 号

新耐震基準2 2

令和06年3月31日基準日

 施設基本情報

小林大門下一丁目1-6

ポンプ室 1989 203.58 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ203.58

大門下中継ポンプ場

建物名 建築年度
耐震
診断

延床面積
（㎡）

所　在　地

ID
専有面積
（㎡）

構造

建物基本情報

耐震
補強

大規模
改修年度

施　設　名

226



 施設性能調査結果

Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ環境

Ⅴ機能

※内容項目について「該当しない（対象外等）場合」または「不明の場合」は、回答が「-」となります。

未導入

-

3

1

1

3

-

3

3

3

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が有る。又は、耐震改修する必要がない。

新耐震基準に基づく建物である。
2

6

消防用設備等・特殊消防用設備等点検・報告は実施していますか？また指摘事項は改善し
ていますか？

冷暖房

支障はあるが、軽微なもの

3

耐震性能

安全管理

7

特殊建築物定期点検報告は実施していますか？また、指摘事項は改善していますか？

5

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。1

2
3

1
2
3

指摘なし、又は対応済

2
平成15年度以降に更新工事を行っていない又は平成14年度以前に更新工事を行っている。

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しているが、漏水や赤水、詰まり、水圧不足等が生じている。

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。

防災管理

回 答

令和06年3月31日施 設 番 号

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しており、問題が無い。

施設性能調査結果
基準日

分 類 番 号

所　在　地

 施設基本情報

大門下中継ポンプ場施　設　名

3

4

1

1

支障なし

建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

1

支障あり
2

冷暖房設備に支障はありますか？

給排水

内 容

小林大門下一丁目1-6

一部対応済
全て対応済

環境保全

平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しているが、目視で確認できる劣化（ヒビ割れ・タイル浮きなど）がある。

建物の外壁修繕（外壁の塗り替え・張り替え等）は行っていますか？

建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

平成15年度以降に修繕を行っていない。又は、平成14年度以前に修繕を行っている。

2
3 平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しており、外壁に問題は無い。

建物の外壁

1 1

建物の屋根・屋上

2

3
平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しているが、雨漏りや目視で確認できる劣化（防水層の破損など）がある。

平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しており屋根・屋上に問題は無い。

1
2

指摘なし、又は対応済

建物は耐震性を有していますか？

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が無い。

8 1
2
3

1

1

-

検討中
導入済

バリアフリー（誘導ブロック、手すり、スロープの設置等）への対応ができていますか？

環境負荷低減のための省エネルギー設備を導入していますか？

バリアフリー

226

9

平成15年度以降に防水工事を行っていない。又は、平成14年度以前に防水工事を行っている。

2
3

未対応



 施設特記事項

所　在　地 小林大門下一丁目1-6

特記事項
基準日 令和06年3月31日226施 設 番 号

 施設基本情報
施　設　名 大門下中継ポンプ場



 財務情報
●歳出 （千円）

※人件費は理論値です。   ※千円未満は四捨五入しています。

●職員数 （人）

●歳入 （千円）

※千円未満は四捨五入しています。

○

※

借地の有無 無 640.62 ㎡
延床面積

（専有面積）

延床面積あたり 1人あたり

区 分

0.000.00

0.00

令和5年度

実数

令和5年度

正規職員

任期付職員

再任用職員

凡
例

値値

0 0

令和4年度令和3年度

 供給情報

0その他

実数

0

0歳入合計 0

令和3年度 令和4年度

0 0

㎡

建物管理委託費

燃料代

14,449

1,812

歳出合計

電気代 2,260

修繕費 196 286

0

0

7,585

1,298

敷 地 面 積

0

防災活動拠点 指定なし

1,975

ガス代

上水道代・下水道代

下水道法第３条第１項

区 分

― 複合施設の延床面積 ― ㎡

0.00 0.00

0

0 0

11,744

0

0

8,253

0

0.00

0

指定管理料 0

事業費 0

自然流下を原則としているが、極端な逆勾配地形で自然流下による集水が困難な為、ポンプ施設による圧送とした。

単独 駐車可能台数 6

本埜小学校

運営形態 その他

所 在 地

大 分 類 下水道施設

みどり台二丁目434-1

下水道課

下水道施設

施設カルテ（現況用）
施 設 番 号 基準日 令和06年3月31日

 施設基本情報

（円/人）

令和5年度令和3年度 令和4年度
（円/㎡） 【歳出の推移】

中 分 類

単独複合区分

小 学 校 区 中 学 校 区 本埜中学校

1,100.00

台

目的外使用 なし

所 管 課

施 設 名 本埜第一中継ポンプ場

設置目的

11,027

0

0

0 0

0

10,419

設置根拠
（設置条例等）

施 設 概 要 搬入室、搬出室、機械室、発電機室、電気室、脱臭室、ホッパー室、ポンプ設備、その他

建 物 解 体
等 の 制 限

制限あり（補助金・アスベスト）

0

（円/人）（円/㎡）

159 169施設の運営に係る経費その他 159

その他職員（円）

0.00

0.00 0.00

人件費 0

【歳入の推移】

0 0

0.00 0.00 0.00

0

使用料・手数料

区 分

0

値 実数

0

補助金・負担金

単位

0

0 0内
　
訳

目的外使用料

財産貸付料 0

0

1人あたり

【グラフ対象区分の推移】

用途平均

（）

当該施設0 0

※○

対
象

延床面積あたり

凡例

227

複合施設名

使用料・賃料

内

訳

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度



 建物(棟）基本情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

階数

新耐震基準

地上 地下

2017

施 設 番 号

新耐震基準2 2

令和06年3月31日基準日

 施設基本情報

みどり台二丁目434-1

ポンプ室 1991 640.62 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ640.62

本埜第一中継ポンプ場

建物名 建築年度
耐震
診断

延床面積
（㎡）

所　在　地

ID
専有面積
（㎡）

構造

建物基本情報

耐震
補強

大規模
改修年度

施　設　名

227



 施設性能調査結果

Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ環境

Ⅴ機能

※内容項目について「該当しない（対象外等）場合」または「不明の場合」は、回答が「-」となります。

未導入

-

3

1

1

3

-

1

3

3

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が有る。又は、耐震改修する必要がない。

新耐震基準に基づく建物である。
2

6

消防用設備等・特殊消防用設備等点検・報告は実施していますか？また指摘事項は改善し
ていますか？

冷暖房

支障はあるが、軽微なもの

3

耐震性能

安全管理

7

特殊建築物定期点検報告は実施していますか？また、指摘事項は改善していますか？

5

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。1

2
3

1
2
3

指摘なし、又は対応済

2
平成15年度以降に更新工事を行っていない又は平成14年度以前に更新工事を行っている。

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しているが、漏水や赤水、詰まり、水圧不足等が生じている。

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。

防災管理

回 答

令和06年3月31日施 設 番 号

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しており、問題が無い。

施設性能調査結果
基準日

分 類 番 号

所　在　地

 施設基本情報

本埜第一中継ポンプ場施　設　名

3

4

1

1

支障なし

建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

1

支障あり
2

冷暖房設備に支障はありますか？

給排水

内 容

みどり台二丁目434-1

一部対応済
全て対応済

環境保全

平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しているが、目視で確認できる劣化（ヒビ割れ・タイル浮きなど）がある。

建物の外壁修繕（外壁の塗り替え・張り替え等）は行っていますか？

建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

平成15年度以降に修繕を行っていない。又は、平成14年度以前に修繕を行っている。

2
3 平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しており、外壁に問題は無い。

建物の外壁

1 1

建物の屋根・屋上

2

3
平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しているが、雨漏りや目視で確認できる劣化（防水層の破損など）がある。

平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しており屋根・屋上に問題は無い。

1
2

指摘なし、又は対応済

建物は耐震性を有していますか？

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が無い。

8 1
2
3

1

1

-

検討中
導入済

バリアフリー（誘導ブロック、手すり、スロープの設置等）への対応ができていますか？

環境負荷低減のための省エネルギー設備を導入していますか？

バリアフリー

227

9

平成15年度以降に防水工事を行っていない。又は、平成14年度以前に防水工事を行っている。

2
3

未対応



 施設特記事項

所　在　地 みどり台二丁目434-1

特記事項
基準日 令和06年3月31日227施 設 番 号

 施設基本情報
施　設　名 本埜第一中継ポンプ場



 財務情報
●歳出 （千円）

※人件費は理論値です。   ※千円未満は四捨五入しています。

●職員数 （人）

●歳入 （千円）

※千円未満は四捨五入しています。

○

※

借地の有無 無 725.40 ㎡
延床面積

（専有面積）

延床面積あたり 1人あたり

区 分

0.000.00

0.00

令和5年度

実数

令和5年度

正規職員

任期付職員

再任用職員

凡
例

値値

0 0

令和4年度令和3年度

 供給情報

0その他

実数

0

0歳入合計 0

令和3年度 令和4年度

0 0

㎡

建物管理委託費

燃料代

13,321

4,533

歳出合計

電気代 5,153

修繕費 1,287 0

0

0

9,413

10,340

敷 地 面 積

0

防災活動拠点 指定なし

4,638

ガス代

上水道代・下水道代

下水道法第３条第１項

区 分

― 複合施設の延床面積 ― ㎡

0.00 0.00

0

0 0

8,024

0

0

6,807

0

0.00

0

指定管理料 0

事業費 0

自然流下を原則としているが、極端な逆勾配地形で自然流下による集水が困難の為、ポンプ施設による圧送とした。

単独 駐車可能台数 5

木下小学校

運営形態 その他

所 在 地

大 分 類 下水道施設

竹袋1940

下水道課

下水道施設

施設カルテ（現況用）
施 設 番 号 基準日 令和06年3月31日

 施設基本情報

（円/人）

令和5年度令和3年度 令和4年度
（円/㎡） 【歳出の推移】

中 分 類

単独複合区分

小 学 校 区 中 学 校 区 印西中学校

1,279.33

台

目的外使用 なし

所 管 課

施 設 名 木下中継ポンプ場

設置目的

24,539

0

0

0 0

0

12,771

設置根拠
（設置条例等）

施 設 概 要 電動機室、発電機室、電気室、搬入室、ポンプ設備、その他

建 物 解 体
等 の 制 限

特になし

0

（円/人）（円/㎡）

144 148施設の運営に係る経費その他 144

その他職員（円）

0.00

0.00 0.00

人件費 0

【歳入の推移】

0 0

0.00 0.00 0.00

0

使用料・手数料

区 分

0

値 実数

0

補助金・負担金

単位

0

0 0内
　
訳

目的外使用料

財産貸付料 0

0

1人あたり

【グラフ対象区分の推移】

用途平均

（）

当該施設0 0

※○

対
象

延床面積あたり

凡例

228

複合施設名

使用料・賃料

内

訳

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度



 建物(棟）基本情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

階数

新耐震基準

地上 地下

－

施 設 番 号

新耐震基準1 3

令和06年3月31日基準日

 施設基本情報

竹袋1940

ポンプ室 1982 725.40 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ725.40

木下中継ポンプ場

建物名 建築年度
耐震
診断

延床面積
（㎡）

所　在　地

ID
専有面積
（㎡）

構造

建物基本情報

耐震
補強

大規模
改修年度

施　設　名

228



 施設性能調査結果

Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ環境

Ⅴ機能

※内容項目について「該当しない（対象外等）場合」または「不明の場合」は、回答が「-」となります。

未導入

-

3

1

1

2

-

1

3

3

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が有る。又は、耐震改修する必要がない。

新耐震基準に基づく建物である。
2

6

消防用設備等・特殊消防用設備等点検・報告は実施していますか？また指摘事項は改善し
ていますか？

冷暖房

支障はあるが、軽微なもの

3

耐震性能

安全管理

7

特殊建築物定期点検報告は実施していますか？また、指摘事項は改善していますか？

5

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。1

2
3

1
2
3

指摘なし、又は対応済

2
平成15年度以降に更新工事を行っていない又は平成14年度以前に更新工事を行っている。

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しているが、漏水や赤水、詰まり、水圧不足等が生じている。

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。

防災管理

回 答

令和06年3月31日施 設 番 号

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しており、問題が無い。

施設性能調査結果
基準日

分 類 番 号

所　在　地

 施設基本情報

木下中継ポンプ場施　設　名

3

4

1

1

支障なし

建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

1

支障あり
2

冷暖房設備に支障はありますか？

給排水

内 容

竹袋1940

一部対応済
全て対応済

環境保全

平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しているが、目視で確認できる劣化（ヒビ割れ・タイル浮きなど）がある。

建物の外壁修繕（外壁の塗り替え・張り替え等）は行っていますか？

建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

平成15年度以降に修繕を行っていない。又は、平成14年度以前に修繕を行っている。

2
3 平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しており、外壁に問題は無い。

建物の外壁

1 1

建物の屋根・屋上

2

3
平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しているが、雨漏りや目視で確認できる劣化（防水層の破損など）がある。

平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しており屋根・屋上に問題は無い。

1
2

指摘なし、又は対応済

建物は耐震性を有していますか？

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が無い。

8 1
2
3

1

1

-

検討中
導入済

バリアフリー（誘導ブロック、手すり、スロープの設置等）への対応ができていますか？

環境負荷低減のための省エネルギー設備を導入していますか？

バリアフリー

228

9

平成15年度以降に防水工事を行っていない。又は、平成14年度以前に防水工事を行っている。

2
3

未対応



 施設特記事項

所　在　地 竹袋1940

特記事項
基準日 令和06年3月31日228施 設 番 号

 施設基本情報
施　設　名 木下中継ポンプ場



 財務情報
●歳出 （千円）

※人件費は理論値です。   ※千円未満は四捨五入しています。

●職員数 （人）

●歳入 （千円）

※千円未満は四捨五入しています。

○

※

借地の有無 無 85.86 ㎡
延床面積

（専有面積）

延床面積あたり 1人あたり

区 分

0.000.00

0.00

令和5年度

実数

令和5年度

正規職員

任期付職員

再任用職員

凡
例

値値

0 0

令和4年度令和3年度

 供給情報

0その他

実数

0

0歳入合計 0

令和3年度 令和4年度

0 0

㎡

建物管理委託費

燃料代

2,352

827

歳出合計

電気代 880

修繕費 0 0

0

0

1,455

0

敷 地 面 積

0

防災活動拠点 指定なし

827

ガス代

上水道代・下水道代

下水道法第３条第１項

区 分

― 複合施設の延床面積 ― ㎡

0.00 0.00

0

0 0

1,342

0

0

1,267

0

0.00

0

指定管理料 0

事業費 0

自然流下を原則としているが、極端な逆勾配地形で自然流下による集水が困難な為、ポンプ施設による圧送とした。

単独 駐車可能台数 8

いには野小学校

運営形態 その他

所 在 地

大 分 類 下水道施設

美瀬二丁目108

下水道課

下水道施設

施設カルテ（現況用）
施 設 番 号 基準日 令和06年3月31日

 施設基本情報

（円/人）

令和5年度令和3年度 令和4年度
（円/㎡） 【歳出の推移】

中 分 類

単独複合区分

小 学 校 区 中 学 校 区 印旛中学校

1,292.41

台

目的外使用 なし

所 管 課

施 設 名 印旛第一中継ポンプ場

設置目的

2,413

0

0

0 0

0

2,225

設置根拠
（設置条例等）

施 設 概 要 倉庫、発電機室

建 物 解 体
等 の 制 限

特になし

0

（円/人）（円/㎡）

130 130施設の運営に係る経費その他 130

その他職員（円）

0.00

0.00 0.00

人件費 0

【歳入の推移】

0 0

0.00 0.00 0.00

0

使用料・手数料

区 分

0

値 実数

0

補助金・負担金

単位

0

0 0内
　
訳

目的外使用料

財産貸付料 0

0

1人あたり

【グラフ対象区分の推移】

用途平均

（）

当該施設0 0

※○

対
象

延床面積あたり

凡例

286

複合施設名

使用料・賃料

内

訳

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

令和3年度 令和4年度 令和5年度



 建物(棟）基本情報

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
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鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ －

階数

新耐震基準

地上 地下

－

新耐震基準

施 設 番 号

発電機室 2017 17.95 17.95

新耐震基準1 －

令和06年3月31日基準日

 施設基本情報

美瀬二丁目108

新耐震基準－1

倉庫 2017 67.91 鉄骨造67.91

印旛第一中継ポンプ場

建物名 建築年度
耐震
診断

延床面積
（㎡）

所　在　地

ID
専有面積
（㎡）

構造

建物基本情報

耐震
補強

大規模
改修年度

施　設　名

286



 施設性能調査結果

Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ環境

Ⅴ機能

※内容項目について「該当しない（対象外等）場合」または「不明の場合」は、回答が「-」となります。

未導入

-

3

3

3

3

-

3

3

3

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が有る。又は、耐震改修する必要がない。

新耐震基準に基づく建物である。
2

6

消防用設備等・特殊消防用設備等点検・報告は実施していますか？また指摘事項は改善し
ていますか？

冷暖房

支障はあるが、軽微なもの

3

耐震性能

安全管理

7

特殊建築物定期点検報告は実施していますか？また、指摘事項は改善していますか？

5

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。1

2
3

1
2
3

指摘なし、又は対応済

2
平成15年度以降に更新工事を行っていない又は平成14年度以前に更新工事を行っている。

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しているが、漏水や赤水、詰まり、水圧不足等が生じている。

指摘はあるが、軽微なもの
指摘あり、改善していない。

防災管理

回 答

令和06年3月31日施 設 番 号

平成15年度以降に竣工、又は更新を実施しており、問題が無い。

施設性能調査結果
基準日

分 類 番 号

所　在　地

 施設基本情報

印旛第一中継ポンプ場施　設　名

3

4

1

1

支障なし

建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

1

支障あり
2

冷暖房設備に支障はありますか？

給排水

内 容

美瀬二丁目108

一部対応済
全て対応済

環境保全

平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しているが、目視で確認できる劣化（ヒビ割れ・タイル浮きなど）がある。

建物の外壁修繕（外壁の塗り替え・張り替え等）は行っていますか？

建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

平成15年度以降に修繕を行っていない。又は、平成14年度以前に修繕を行っている。

2
3 平成15年度以降に竣工、又は修繕を実施しており、外壁に問題は無い。

建物の外壁

1 1

建物の屋根・屋上

2

3
平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しているが、雨漏りや目視で確認できる劣化（防水層の破損など）がある。

平成15年度以降に竣工、又は防水工事を実施しており屋根・屋上に問題は無い。

1
2

指摘なし、又は対応済

建物は耐震性を有していますか？

旧耐震基準に基づく建物であり、耐震改修の実績が無い。

8 1
2
3

1

1

-

検討中
導入済

バリアフリー（誘導ブロック、手すり、スロープの設置等）への対応ができていますか？

環境負荷低減のための省エネルギー設備を導入していますか？

バリアフリー

286

9

平成15年度以降に防水工事を行っていない。又は、平成14年度以前に防水工事を行っている。

2
3

未対応



 施設特記事項

所　在　地 美瀬二丁目108

特記事項
基準日 令和06年3月31日286施 設 番 号

 施設基本情報
施　設　名 印旛第一中継ポンプ場


